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A. 研究目的 

脊髄小脳変性症（SCD）における小脳性四肢運動

失調は、ある程度進行し運動分解や測定障害が明

らかになれば同定することは容易である。しかし

ながら病期の極初期の四肢失調の同定は必ずし

も容易ではない。例えば、ベッドサイドにおける

四肢運動失調検査のみでは、SCDとパーキンソン

病（PD）の運動障害の特徴を鑑別することは困難

な場合もある。実際に脳神経専門外の医師やレジ

デントでは鑑別に窮する場面が多い。本研究では

3D運動解析を用い、SCD患者、PD患者、健常者

（HC）の指鼻指試験を比較することにより極初

期の運動失調の特徴を明らかにする事を目的と 

 

B. 研究方法 

SCD 患者 30 名、PD 患者 30 名、HC30 名を対 

象目標症例数とする研究であるが、本年度は純粋

小脳型 SCD8 例（CCA 6 例，SCA6 1 例，SCA31 

1 例）、PD8 例、HC 8 例で解析を行った。SCD

患者、PD 患者において、事前に神経内科専門医

2 名が指鼻指試験を観察し、明らかな運動失調や

パーキンソニズムの存在を確認できず、正常範囲

内～軽微な運動障害と判断した症例を選択した。

SCD 患者では SARA を用いた評価も行った．参

加者の示指および目標物にマーカーを装着後、指

鼻指試験を行い、3D モーションキャプチャーで

あるOptitrack V120 Trioを用いて指の軌跡を捉

え解析した。目標物に対する指の相対速度に関し

て①指－目標間での最高速度に達する位置を同
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定し、②指－目標間の前 1/3、中間 1/3、後 1/3 部

位における平均速度をそれぞれ算出した。①②に

関して対象群間で比較検討した。 

 

(倫理面への配慮) 

患者より文書による同意を得て研究を行った。 

 

C. 研究結果 

①SCD患者では、PD患者、HCに比して最高速度

に達する位置がやや後方に位置する傾向がみら

れた。 

②SCD患者では，PD患者，HCに比して後1/3に

おける平均速度が速い傾向がみられた。 

③最高速度位置や平均速度とSARAとの相関は

みられなかった。 

 

D. 考察 

SCDとPDの運動障害を比較する研究は、振戦1)、

上肢運動2)、歩行3)に関する報告などがある。これ

らは進行した症例での比較であり、軽微な症状に

おいて検討した報告はみられない。現時点での予

備的検討結果では、SCD患者は他の参加者群より

もやや後半に最高速度に達し、その後も速度が保

たれる傾向がみられた。これらのパラメーターは

SARA上肢項目との相関はみられなかったが，通

常の観察では捉えにくい軽微な測定障害などの

存在が結果に影響している可能性が考えられた。

そこで、測定障害と目標物に対する指の相対速度

の関係を明らかにするために、臨床上、上肢に明

らかな測定障害を有するSCD患者4名と有さない

3名について追加検討を行った。この結果、測定

障害を有する場合、やはり後1/3における平均速

度が速いことが確認された。 

 

E. 結論 

診察上あきらかでなくても、モーションキャプチ

ャーにより軽微な測定障害を捉えられることが

示唆された。今後は症例数を増やし、他のパラメ

ーターでの検討も行うことで、軽微な運動失調や

パーキンソニズムの上肢運動の特徴を明らかに

したい。 
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